
IPCC 1.5度特別報告書を読み解く
⾃然エネルギーネットまつもと学習会 

2018年11⽉26⽇ 
平島 安⼈



現在のCO2排出状況とRCPシナリオ

出典：Peters et al ., Nature Climate Change, 2013

RCP8.5は４℃上昇が 
予想されるシナリオ

RCP3でも2℃上昇



温室効果ガス濃度、史上最⾼更新

https://public.wmo.int/en/media/press-release/greenhouse-gas-levels-atmosphere-reach-new-record



https://public.wmo.int/en/media/press-release/greenhouse-gas-levels-atmosphere-reach-new-record



People Are Laughing At The Way This Teenager 
Explained Global Warming To Trump After His Tweet

「猛烈で長期化した冷たい突風が 
あらゆる記録を打ち破るかも 
ー地球温暖化はいったいどうなったんだ」

「私はあなたより54歳年下、平均点で高校を卒業したばかりよ。 
でも私はあなたに気象と気候は違うって教えてあげられるわ。 
勉強するなら私が2年生の時から使っている百科事典を貸すわよ」

https://www.boredpanda.com/global-warming-trump-tweet-teenager-response/?utm_source=google&utm_medium=organic&utm_campaign=organic



パリ協定のおさらい：何を決めたのか

持続可能な開発及び貧困を撲滅するための努⼒の⽂
脈（筋道）において、気候変動の脅威に対する世界
全体による対応強化が⽬的 

世界の気温上昇を２℃より⼗分に低く（well below 
2 degrees）抑える：2℃⽬標 

1.5℃までに抑える努⼒も追求する 

今世紀後半には⼈間活動によるGHG排出量を実質的
にゼロにする：⼈為起源の排出と⼈為起源の吸収と
をバランスさせる（⾃然界の吸収能⼒ではない）



パリ協定：どのように実⾏するのか

効⼒を発揮するのは2020年から 

「緩和策」と「適応策」を進める 

各国の義務：国別貢献⽬標の提出 
NDC：Nationally Determined Contribution  
作成・提出・維持の義務、⽬標達成への国内対策の義務 
⽬標達成は義務ではない 

グローバルストックテイクの実施 

パリ協定ルールはCOP24（12⽉、ポーランド）で決定



国別⽬標（NDC）では⾜りない



グローバルストックテイクとタラノア対話

グローバルストックテイク 

国際社会全体の気候変動対策の進捗を5年ごとに評価し対策強化につ
なげる、2023年開始 

タラノア対話 
タラノア：フィジーの⾔葉「包摂的、参加型、透明な対話プロセス」 
役割：促進的対話（グローバルストックテイクに先⾏） 
タラノア対話の進め⽅ 

我々はどこにいるのか？（Where are we?） 
どこへ⾏きたいのか？（Where do we want to go?） 
どうやって⾏くのか？（How do we get there?)



IPCC SR15の経緯

２℃⽬標では⾜りないと脆弱国が強く主張 

IPCC AR5は2℃上昇まで、1.5℃の知⾒なし 

パリ協定の決定書で、UNFCCCがIPCCに1.5℃の特
別報告書執筆を要請



IPCCの役割

Intergovernmental Panel on Climate Change 

  ：国連気候変動に関する政府間パネル 

政策決定のために科学的知⾒を提供する 

IPCCの役割 

調査し報告する 

独⾃な調査はしない 

政策提⾔禁⽌、何かを迫ることをしない



IPCC報告書の位置付けと重要性

1990年　第1次評価報告書
1992年　国連環境開発会議（地球サミット）

1995年　第2次評価報告書

2001年　第3次評価報告書

2007年　第4次評価報告書

2013〜14年　第5次評価報告書

2020〜22年　第6次評価報告書（予定）

1994年　気候変動枠組条約発効

1997年　COP3 京都議定書採択

2001年　COP7 マラケシュ合意

2010年　カンクン合意

2015年　COP21 パリ協定採択

2023年　第1回グローバルストックテイク

科学的知⾒：IPCC 国際交渉：UNFCCC



IPCC報告書 
発⾏プロセス

公平で包括的 

政策決定者向け要約
（SPM）は、IPCC総会
で、政府交渉団と議⻑団
が１週間にわたり⼀⾔⼀
句交渉し採択 

執筆者 91名（40カ国） 

執筆貢献者 133名 

評価⽂献 6,000件 

査読者 1,113名 

コメント 42,001件
https://www.ipcc.ch/img/graphics/WP_AR6_en_web.jpg



IPCC SR15発⾏⼿順と体制
https://library.wmo.int/doc_num.php?explnum_id=5188



IPCC 1.5℃特別報告書

Special Report on Global Warming of 1.5 °C (SR15) 

GLOBAL WARMING OF 1.5 °C：an IPCC special report on 
the impacts of global warming of 1.5 °C above pre-industrial 
levels and related global greenhouse gas emission 
pathways, in the context of strengthening the global 
response to the threat of climate change,  
sustainable development, and efforts to  
eradicate poverty 

1.5℃の地球温暖化：気候変動の脅威への世界的  
な対応の強化、持続可能な開発及び貧困撲滅への  
努⼒の⽂脈（筋道）における、⼯業化以前の⽔準  
から 1.5℃の地球温暖化による影響及び関連する  
地球全体での温室効果ガス(GHG)排出経路に 
関するIPCC 特別報告書



IPCC SR15の構成

序⽂ 

セクションA 
1.5℃の地球温暖化を理解すること 

セクションB 
予想される気候変動、その影響の可能性とリスク 

セクションC  
1.5℃の地球温暖化と整合する排出経路とシステムの転換 

セクションD 
持続可能な開発の概念および貧困撲滅の努⼒において世界的な対
応を強化すること


